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量子ネットワーク上で情報をマルチキャストするためには量子状態のコピーが必要であ

る。しかし、量子力学にはクローン禁止定理があるため、未知の量子状態を完全にコピ

ーすることは不可能である。そのため、量子ネットワーク上で近似的な最適クローニン

グを行い、マルチキャストする研究がなされている。先行研究では量子ネットワーク上

で 1つの送信ノードから 2つまたは 3つの受信ノードに d次元の量子状態の非対称な最

適クローンをマルチキャストするプロトコルが示されている。しかし、このプロトコル

で利用したクローニング手法を１→４以上のクローニングに拡張することが困難である。

そのため、本研究ではクローニング手法を改良し、量子ネットワーク上で 1つの送信ノ

ードから任意の数の受信ノードに非対称な最適クローンをマルチキャストするプロトコ

ルの構築を目指す。	
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